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三宅島坪田カマカタ海岸ロゴJら当る黒(ﾊ波(昭和４５年９月）（三豊趨乞|表浜田主事:写）
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大島カキハラに打ちL上った廃油(昭和４６年６月）
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きわめてあたり雀えてあるかのように，産業廃棄物をはじめとする不要物が海に沈められたり,流さ

れたりして処理されてきたｏ近年その量が海の浄化能力を超え，自然のバランスを破壊し，海洋汚染と

して現われはじめ，今や人間生存に対する－大脅威にまでなりつつある。もともと海の浄化機能が生物

社会の食物連鎖を通しての物質循環を主体に成り立っているのであるから，汚染物質の投棄流入が海中

に生活する生物の生態系を破壊するのは勿論のこと，循環機構の破壊を通して人間社会に玄で影響を及

ぼすに至るのは当然の理であるｏ

同じ東京都の海域であり友がら東京湾の極端な汚染とは正反対に，清潔な海域とされていた伊豆諸

島海域が，近年に至って船舶その他から投棄される廃油やビニール，プラスチック製品をはじめとする

ありとあらゆる塵芥によって汚染されはじめ，この海域に生息来遊する魚族や，その他の有用生物はも

とより，これを利用する島民や観光に訪れる人々にとって軸しき問題とたってきた。

この報告は水産試験場大島分場職員が，その本来業務の中で逐次収集した廃油等による被害の実態な

らび}て伊豆諸島海域における廃油等の漂流分布に関する資料と廃油等の運搬の主役となる海流の変化に

関する資料とについてとりまとめたものであるｃ

内容により，単にＨ水に流す〃という従来の海洋投棄の考え方か如何に甘いものであるかが理解

される筈であるoltJI時に廃油に限らず今後想定されるすべての不要物等の海洋投棄の防止規制に役立て

ば幸いである。
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ｌ廃油等による被害の実態

全国の例にもれず，伊豆諸島の海岸に打ち上る廃油や陸上起源物であるプラスチック片や一般塵

芥の量も年ごとに増加の傾向l'てあり，各島の磯は年々汚染が目立ちはじめている。

最近の大きな廃油汚染を２．３列記すると１９７０年９月，三宅葛坪田三池浜におしよせた流抽

は岸に黒い波が打ち当る異様な光景を作り出し，流抽は沖合数マイルに達した。

１９７１年６月，大島波浮カキハラ，同じく７月，大島泉津メメズ浜に巾５碗，長さ１５０ｍ，

深い処で１腕におよぶ流抽が打ち上り，テングサ採集漁業者の操業が困難とたったり，磯のカニ類

が油につかってへい死したりの被害か出た．この対策としてカキハラではガソリンをかけ焼却した

が，とけて流れる量か多く，汚染部位の移動的効果しかなかった｡結局メメズ浜では砂浜に穴をほ

り埋没作業により処理したｏ

１９７２年６月，大島波浮港沖や，７月，大島，利島間等で数マイルにおよぶ油の流れか観察さ

れたｏしかし，これらは，いずれも当分場の観察した事例のみである｡

このように各磯を汚染させている油の状態はノマール状，ピッチ状あるいは廃油ポールと呼ばれる

ピンポン玉からバレーボール大の塊状のものをてさをざまた形状で出現し，漁具，漁獲物の汚染は

いうに及ばず海浜観光価値の低下等，漁業者ならびに海を愛する島民や観光客を悩童せているｃ

表１は廃油公害が大きぐをb世論としてとりあげられはじめた１９６８～１９７０年の被害事例

を掲げた○
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伊豆諸島における廃油等による被害の実態表１
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漂着している廃油そのものには何も処

置方法がなく，流れ去るのを待つのみ

また，タカベ刺網も遊ばせるわけには
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廃油 イセエピの箱いけすが廃油で被われ，蓄

養イセエピの価格か低下したこともある

またひどいものは売りものにならなかつ

時移動する。あるいは海底に沈めるな

どの処置をするものの，いったん臭の

ついたものは処置方法なした
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イワノリに被害が出，夏には海水浴客か（処置方法なし
ｆ

ｌ被害をこうむ＝た

廃油

（タール状）

タカベ巾着網を操業し生うとしたが，投ｉ処直方法なし

網出来なかった

廃油，ゴミ

廃油 トビ流し刺網に廃油付着。漁獲物もその｜処置方法なし

ため－部市場価値を失った＝
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種類漂着後の状態
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廃7111 ,トビ網，棒受網に付着し，使用不能とな’汚染のひどい網はすてた
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Ｉ廃油の分布と漂着に関する調査『佶果

現在伊豆諸島近海の汚染源としてもっとも眼につきやすい廃油を主体に，分布漂着の実態を追跡し

てそのメカニズムを解明しようとした○

海中にある廃油が，流油状，餅状，団塊状，粒状とさまざまな形態であるので，先ず，その各々の

生成過程を,｣､実験によって推測したｏ併行して，流油と廃油塊の分布を，前者については航空機観測

記録から，後者については定期的海洋観測定点での幼稚魚ネットの混獲物の記録から，それぞれトレ

ースして検討材料とした。

その結果，流油は東京湾近くに常に多く，廃油塊の分布は海流に影響されることが極めて大きいこ

とがわかった。次いで漂流物運搬の二次的役割を果しているとみられる風につい検討し，各島沿岸へ

の廃油の漂着と風向頻度に密接な関係のあることを明らかにした。

なお，流油とゴミ，汚水の分布については神奈川県水産試験場か定期的に行なっている魚群探索飛

行記録から引用させていただいた『〕

引用を快諾された神奈川県水産試験場に深謝申し上げる次第であるＯ

Ａ廃油塊の生成に関する小実験と考察

イ

ｑ

廃油ポールの成因を明らかにし，洋上での廃油投棄場所，投棄時期等を推測する資料を得るた

めの小実験を行った。

ミナス原油のように海中で冷えると直ちに塊状になるものがあるか，今回はこの種の原油につ

いては実験の対象としなかったＣ

ｌ材料と方法

東京都水産試験場大島分場庁舎屋上に図１に示した実験

荘置を鐺ﾃｰﾙ製の覆いをかけて設置し亡れに海水'5ｚ ￣８０－－ヨ

今回はこの種の原油につ

試験鼬原油'Ａ重油Ｂ重油０重油)をそれぞれ'５０
CCIと核を投入し，エアーレーンョンによりかくはんを行った｡

また，５日に一度サイホンにより底部より静力に海水７２づ

つを入れ替え，毎日午前９時に油の性状，臭気，海水の状態

かくはん時の状態等を観察した○

▲

図１：廃油塊生成実験装世

※１

原油丸善石油木更津精油所タンク（各地原油混合）エリ入手

Ａ重油共同石油

Ｂ重油日本石油

ｃ重油共同石油

※２

廃油がポール状に左るために必要な一つの条件という仮定のもとに，発泡スチロール片およ

びコルク片の以下７種類を入れたＣ

ｌ・発泡スチロール片

《
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１ｘ１ｘ１ｍ２Ｘ２ｘ１ｍｊ粒状

２コルク片

１×１×１ｍ２ｘ２ｘ２ｍ直径56771×高さ２ｍの円筒もの，粒状

２結果

原油（実験開始１９７０年１２月５日）

１）原油独特の悪臭を放ち，投入時水表面に丸く一つの塊状となっていたが次第に全表面

を覆った｡エアーレーンョンによるかくはん時には，原油の微粒子が水槽の底まで拡散し

たｏ悪臭は４日目でなくたり，いわゆるタールの臭いとなったＣｌ７日目頃より液状から

粘液状となり，５０日目位には臭気も友〈なり，どろどろの水あめ状すなわち，洋上にお

けるタール状となった、100日目頃にはほぼ三個に分離した廃油塊状にたったが粘着性

はまだかなり強く，さらに２００日目には指先でつぶれる程度の堅さの廃油ポール状とな

り，あまり粘着性はなくなった。この頃には６０～７０冊位は器底に沈んだ。

２）Ａ重油（実験開始１９７０年１２月９日）

原油の様な悪臭はなく，４日目頃より顔を近づけないかぎり，あまり臭気を感じなくた

った。１００日目室で続けたかほとんど揮発するか，海水中に拡散してし雀い（そのため

海中の色はやや黄色っぽい），タール等は全く生成されなかった。

５）Ｂ重油（実験開始１９７１年６月２８日）

外観的には原油とほとんど同様であるか，臭気は原油の様な悪臭はない。ほぼ５０日位

でタール状（粘液状）と友b，５０cm位まで近づくと重油の臭いを感じた。１５０頃には

臭気はほとんどなくたり，塊状（粘着性はかなりある）となった。その量は原油から生成

した廃油ポールの１／４位であった。

４）０重油（実験開始１９７１年８月２１日）

外観的性状はＢ重油同様原油とほとんど同じであるか，原油の悪臭はだくいわゆる重油

の臭いである。経過はＢ重油とほとんど同じで５０日目頃でほぼタール状（粘液状）と

なり，１５０日目頃には臭いはほとんどなくなり，塊状（粘着性は在だか参り強い）とた

ったが，その量はＢ重油の場合より多く，原油から生成された廃油ポールのほぼ半分であ

った○

５考察

今回の実験は，実際の海洋における自然条件からはかたりかけはなれたものであったか，

原油は約１００日目間でタール状にたり，Ｏ重油，Ｂ重油も原油の場合より日数も多くか

かってそれぞれ１／２，１／４程度ではあるかタール状と左った。しかし，Ａ重油の場合

はタール状にはたらなかったｏ

以上の単純な実験から結論づけるのは無理があるか，一応次のようなことか考えられるｏ

一般に漁船や商船ではＡ重油が使用されているので，これらの船から燃抽か海洋投棄さ

れた場合は，そのほとんどが揮発あるいは海水中に拡散してタール状にはならないと思わ

れる。

「

ザ
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従って，海岸や潮目にみられるタールや廃油ポールは漁船や商船から投棄された燃油では

たく，タンカーが空船航海時に使用するバラスト水や船臆掃除のピルヂに混合されている原

油が主な原因と考えられるｏ

雀た，塊状になる以前に実験中の水槽水を大きくかくはんした時には油の微粒子が底まで

拡散した。洋上においても原油投棄の当初はこのような拡散か充分考えられる。

核との関連については，何等かの物質による核か中心となってタール塊が形成されるとい

う前提で同時に投入したが，大きすぎたせいか，完全に中にとりと戎れるということはなく，

塊の一部にくっついている程度であった。これとは別に風で飛ばされてくる小さな砂粒がか

なりとりこされていたが，粘塊か器底に沈んだ原因は一部との砂の重量にあるとも考えられ

るｏ

費た，今回の実験結果では原油から廃油塊となるまで５ケ月以上を要しているＯとの経過

をその蚕蚕自然の状態と考えることはでき友いけれども，一応の目安としてみると，伊豆諸

島近海で浮遊している廃油塊は，かなり遠方（南西海域）で投棄されて原油から廃油塊へと

変化しながら黒潮に運搬されて複雑な海況等により長期にわたって停滞しているものなどが

考えられる。

なお，－たん投棄された廃油は形を変えながらも長期間にわたり浮遊し，且つ蓄積現象も

起ることか予測され，投棄か続けられる限り，海洋の汚染度は累増して行くものと考えられ

る。

Ｂ航空機観測による伊豆諸島近海の流油分布等

廃油，その他の海洋投棄物は終局的に潮目（表面流の収束線）に集合して海流，あるいは風に

よって移動する｡

伊豆諸島近海に形成される潮目については，現在，調査指導船によっても，調査し，記録を集

積しつつあるか，まだ童とまった報告はたいｃ

たまたま，神奈Ⅱ|県水産試験場か実施している魚群探索飛行の記録があり，東京湾口，相模湾

から三宅島付近にかけて潮目と流油をよくとらえているので，これをもとにして，潮目と流油の

状況をとり在とめてみたＣ

ｌ・潮目の形成位置と流抽の分布

神奈川際水試で実験している漁場調査飛行航跡図より抜すいし作図した｡調査は１９６９年

８月９日から１９７２年１０月２４日まで計２８回，時期は４～１２月で周年調査は行なわれ

ていないが，およそのパターンはあらわしていると考えられるｏ

飛行高度は５００～４００，，又，一回の所要時間は約５時間であるｏ潮目の形成位置は黒

潮流軸の位置によって異たるが，今回の調査では大鳥～神津島列島線の東側および大鳥を中心

に弧をえがいた北側，つまり大島～伊豆半島間の水道から房総半島にかけて顕著であるｏ（図

２）

流油は前述の潮目形成位置のうち，水道から房総半島にかけて多量に漂流しているｏ玄た図

示した範囲は観測飛行当時の流油の広がりを示した（大島分場にて記入）ものであるか，潮目

?

、
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とよく一致する。

図５－１では大島以南に特記するほどの大型流汕は記録されていないが，その後の調査

（図５＝２－３）では観察されており，廃油投棄域の広がりが推測された。

左お，１９７１年７月５０日の調査では三宅島以北全域に流油が認められ，東京湾口の海面は

約１／２が油におおわれた。

さた，経験的に，伊豆諸島海域のほとんどの潮目には多少のゴミとともに，廃油塊の浮遊がみ

られると云い得る。

2．その他の廃棄物の分布

その他の廃棄物の分布も流油の分布に類似しているが，更にゴミ（この場合は飛行機から観測

できる大型のもの）と汚水とに区別けして図示すると図４に示す通りゴミが相模湾奥部に漂流し

ているのに対し，汚水は東京湾口ならびに野島崎南方１５～２０マイル付近に集中的にみられた｡

、
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Ｃ伊豆諸島近海における廃油塊の分布

伊豆諸島近海の廃油汚染は１９６７年頃から

目立ち始め，毎月の定期海洋観測時に曳行する

稚魚ネット採集物の中にも廃油塊塊が混じるよ

うにだってきたため，そのネット採集物を中心

とした分布状況について目視調査の経過と合わ

せてとりまとめたＣ

ｌ・調査方法

１）目視調査

１９７０年９月から１９７１年９月まで

の１年間にわたり，都水試大島分場調査指

導船あずさ（２５０１Ｐ，６２．５２トン）お

よびかもめ（２６１P，２９４トン）が航行

中に発見した廃油等の漂流位置，範囲，方

向，漂流物の性状，流向，流速，風向，風

力等について記録した。

２）まるらネットによる採集調査

１９７１年４月から１９７２年１２月ま

ｅ
と

〆ノ

Ｃ

で，漁況海況予報事業に伴友って行なって図＋ゴミならび原音水の分布（69.agJ729・'26↑刀回）
（－汚'Ｋ一ゴミ）－－住f〒qk8m

いる毎月１回の沿岸定線調査および２月，

４月，１０月の沖合定線調査（図５）の各定点でのまるらネット採集物に混入した廃油塊を

とりだして，濾紙上で表面水分をのぞいた後その湿重量を測定した。原則的[まるらネット

（図６）は１ノットの速度で５分間水平曳きをするか，この際廃油塊は表層のみに浮遊し，

かつそれはまるもネットの枠の水上露出部の弦の長さ（１ｍとした）の範囲のものが凡て採

集されたものと見なした。すなわち，一定点当りの採集面積は１ｍ（採集巾）×1.0マイル

×５／６０分＝１５０㎡となる。

２結果

１）目視調査による廃油分布状況

目視調査の結果をとりまとめて表２に示したｏ

本来目的の関係から調査船の行動か伊豆諸島全域にわたって均一的ではないので，分布の

傾向については決定的だととはいえない。また，廃油ポールは，余程大量浮遊の場合か，雀

たは潮目等に収束されている時以外は眼につきにくいということもある○

表から一般的にいえることは，船上からはタール状で分布する場合か目につきやすく，流

油は大島近海での発見が多かったということである。後者の事実は，２において述べた航空

機観測による流油の分布傾向と一致するｏ

なお，この調査は，監視的意味も含めて今後も継続することとし長期間の資料により再度

■
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検討を加えたいｏ

２）まるらネット調査による廃油塊の分

布状況

過去２年|Ｍ１の記録からみると廃油塊は

ほとんど全測点において多かれ少なかれ

採集され，多い時には１回の曳網（１５０

７，f）で５００１以上も採集されたことも

ある。（１９７２年８月ｓｔ，Ｔ１６）

採集された廃油は，細かい粒状のもの

が｣目せ集ったものとか，ドロドロ状のも

の，あるいは大きな団塊状のものもあっ

たが大部分はあ雀b粘性もなく，堅さは

指先でつぶれる程度で，大きさは長径４

加卯以下の粒状のものか多かった。

各調査毎の資料をもとに伊豆諸島海域

の月別の平均湿重量（１９測点の平均）

の変動を図７に示した。一概には断定で

きないであろうか，１９７２年１月を除

き１９７１年，１９７２年とも（特に１

下、､｢|､１－
４５６７８９１０１１

グ

《

￣｜

_’

８９１Ｃ

き１９７１年，１９７２年とも（特に１９７２年８月は群をぬいているが，これは上述の様

にｓｔ，Ｔ１６で大粒に入ったためであるｏ）夏～秋にかけて多い傾向を示しているｏ１９

７１年と１９７２年の比較では，同じ時期で検討するため，１～５月の冬期を除く４～１２

月についてみると，１９７１年は一定点当り平均０．６０１／１５０派（延べ１６９側点），

１９７２年は４．５８１／１５，派（延べ１５６側点）とこれ左た大巾に増加している。沿岸

調査全体の平均では延べ４２５測点で平均２．３６ヲ／１５０㎡となっている。

各調査時における廃油塊の分布状況とその時期の黒潮流軸位置を図８に示した。（流軸の

記載のないのは離岸南下している場合であるｏ）

(1)主として大島，鳥島間の直線上の廃油塊分布（沖合定線調査図８ａ～ｅ１９７１年４月

１０月，１９７２年４月の場合，黒潮流路は（ほぼ）八丈島南を迂回して流去しており，

その湾曲部の内側で廃油塊の分布が多かった。また１９７２年２月および４月は「黒潮流

路は三宅島，八丈島間と北上しているがその南側縁辺部で大量の廃油塊が採集されているｏ

また，いずれの場合も鳥島周辺海域ではいつも多量の廃油塊が採集されたｏ

これに対して，１９７２年１，月の場合は黒潮は三宅島付近をほぼｎＮⅡ方向に流去し

ていた（Ⅳ型海況）が，廃油塊は全般に少なく，もっとも多い場所でもその南側で２’以

下となっていたｏ

(2)八丈島以北の伊豆諸島海域の廃iHJ塊分布（沿岸定線調査図８ｒ､～ｚ）廃油塊の分布は調

査の都度か友りの変化がみられた。以下廃油塊運搬の重要役割を果すと考えられる黒潮の

イ

＄
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動静と併せて順を追って各調査寺点における特徴を述べるＣ

ｌ９７１年４月～６月の場合，黒潮流路は八丈島南を大きく迂回しており，本邦近海は

全域冷水塊に覆われていたが，嘉油hilは少なく，多くても２ヲ以下であったｏ７月になる

と黒潮本流はやや北上し，三宅島，八丈島間を流去していたが，その中のＳｔ，Ｔ１５で

２，をやや上廻る廃油塊が採集されたほかは，みな２『以下で少なかった。

８，９月の場合，黒潮本流にほぼ三宅島近海をＮ、方面に流去しており，ともにその内

側域で多い傾向にあるが，，長の場合はその外側のｓｔ，Ｔ１５で１５ザ以上の廃油塊が

入網した。

１０，１１月はともに黒潮＝流は南下し，調査海域は全体に流向は複雑で流速も弱く1.0

ノット前後の海況となっていたか，廃油塊は１０月のＢｔ，Ｔ１６で２９をやや上廻った

ものの他は凡て２テ以下であった。１２月の場合，黒潮本流は先月より北上して御蔵島付

近をＮⅡ方向に流去したが，廃油塊は少なく，凡て０．５ヲ以下であった｡

１９７２年に入って１月に,ま黒潮本流三宅島付近をＮＥ方向に流去したが，その内側の

Ｓｔ，Ｔ１，Ｔ９で多く，特にＳｔ，Ｔ１では１５？以上の大量の廃油塊か採集された。

２，３月も黒潮本流は調査海域を流去していたが，ともにｓｔ，Ｔ２およびＴ１４で０５

～１１の範囲にあったほかは凡て０５『以下と少なかった○

４月以降も黒潮本流は多少の変動はあるが，調査海域ではほぼＮＥ方向に流去し，Ｎ型

海況を示したｏ４～７月までその本流から内側域にかけて廃油塊の量が多く，６月は特に

それか顕著であったが本流中のｓｔ，囮５でも５０牙に近い値の廃油塊が入網した｡雀た

７月もこのｓｔ，Ｔ５では５牙近くの廃油塊か入網した。

８月は黒潮本流は御蔵島行近からＫヘ流路を変え，さらにＮＥ～ｍＮｍ方向に流去して

おり，全般に大量の廃油塊が採集され，黒潮旅路に当るｓｔ，Ｔ１６でもっとも多く，そ

の内側域はもちろん，外側のｓｔ，Ｔ１４，Ｔ１５でも５１以上を記録したｏ９月には黒

潮は新島，神津島付近をnＮⅡ～ＮⅡ方向に流出したが，廃油塊の分布はその内側域より

むしろ黒潮流路に当る部分およびその外側で多く，ｓｔ，Ｔ１５，Ｔ１４では先月同様４

～６牙の範囲にあった｡

１０月は黒潮本流は石廊崎に接岸傾向を示したあとＥ～ＥＳ、方向に流去していたが，

廃油塊はＳｔ，Ｔ１９で１０？以上入ったほかは凡て０．５１以下であった｡１１月はほぼ

Ｎ型海況となったが，廃油塊はｓｔ，Ｔ１５で１１近くあったほかは0.2,以下と少なか

った。

１２月の場合，黒潮本流は八丈島の南と東を大きく迂回したのちＮｗ方向に流れ，さら

に三宅島，神津島間付近よりＮⅡ方向に流去した○しかし廃油塊は全般に少なく，流路

に当るＳｔ，Ｔ１７で２牙台のポールが入ったのが目立つ程度であった。

考察

調査結果から，廃油塊の分布傾向を検討してみると黒潮本流か伊豆諸島海域から離岸傾向

を示して大きく迂回した場合などは，その湾曲部の内側域とか，縁辺部で廃油ポールが多く

ｈ

し

。
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みられるようであるか，黒潮かほぼＮ型海況に近い傾向で流去した場合でも流路に当る部分や外

側で多量に分布するときもあり（１９７２年６月’８月，９月ｅｔｃ），複雑な海況とも関連し

て，一概に戎だその傾向を云々するわけにはいかない。しかし，いずれにせよ，調査した烏島周

辺玄での凡ての海域で多かれ少なかれ廃油塊が存在し，且つ増加傾向にあるということは大きな

脅威といえる。採集された廃油塊の中には硅藻類などが着生し，外観褐色を示し生成后かなりの

時間を経たものと思われるものも多く，その存在理由については，前記Ａのるでも述べているよ

うに南西海域で投棄されたものが黒潮によって運搬されてくるうちポール状にたるといった場合

や本邦海域で投棄されたものが複雑な海況等によって停滞して波にもまれているうちにポール状

になる場合など考えられる。

また，採集された廃油塊の中にはエポンガイ（ＬｅｑａｅＡｎａｔユｒｅｒａ)が完全に油の中にま

きと玄れて付着している場合か時々あり，また，まだ粘りのある廃vIh塊にカニ類の幼生（メガロ

ッパ）とか，矢虫類，尾虫類等が付着していたり，５．２cm大もあるカワハギが柚にまみれている

場合もあうたｏこの場合は自然の海洋の中でそういう状態になったのか，採集されて採集ピンに

収容する段階でくっついたものかは不明である。

いずれにせよ，伊豆諸島近海は本邦でも重要な漁場で｝春先にはトビウオの産卵回遊が鳥島～

神津島近海にまでみられ，春～夏にはブリ，メダイ等の稚魚か黒潮に乗って運ばれるし，秋には

当地方でも重要なタカベの産卵かみられる。蜜た，当海域は銭洲，大室出しを中心とした太平洋

系群マサパの産卵場もあり，これら魚麺の餌料となるプランクトンをはじめ，表層を浮遊する卵

稚仔魚におよぼす影響は柚の長期的毒性を考え併せるとますます大きなものと思われる。

このほか，別の観点からの検討材料として，１９７２年８月と９月の沿岸定線調査で採水した

２，層と１０加層（一部２０加層）の海水について，東京水産大学海洋漁場学教室が，ｎ－ヘキ

サン抽出法（自然柚およびプランクトン等の油脂類も含玄れる。）によってその濃度を分析した

結果によると図，に示すような分布とたり，８月のｓｔ，Ｔ１７の２加層で，最高6.8ＰＰＭあ

ったほか，同じ２０ｍ層でも５．１ＰＰＭの濃度か記録された｡（この時のｓｔ，Ｔ１７における

まるらネットによる廃油塊量は非常に少なく，０．１５牙であった。）このことは少なくとも２０

ｍまで海水中に溶けた形で（廃油塊とは別に）油の汚染があることを立証している。

これは，伊豆諸島近海にかぎられたことではなく，広く凡ての海洋について警告されるべきも

のであろう○

‘

｛

や
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伊豆諸島沿岸への廃油等の漂着と風向との関係

廃油をはじめ塵芥その他産業廃棄物か各島に漂着する大きな要因のひとつと考えられる風に

よる運搬について検討した結果，廃油の漂着状況と風向とは密接友関係があることが推測され

たＣ

ｌ・月別風向頗度と平均風速

大島，新島，三宅島，八丈島各測候所の観測資料によると，風向頻度とその風向の平均風

速はおおむね次のようである。（但し大島，新島，八丈島は１９６５年～１９６９年およひ

三宅島については１９５９～１９６７年の観測資料にもとずく。）

１）大島近海

１ケ年間を通じて南西と北東の卓越風がみられ，春先から秋口にかけては西南西～南西

風が最も多く，秋～冬の期間は北東風が多い。平均風速は4.1ｍ／Ｎｗ～Ｑ２加／ｗで７

月～８月か最もおだやかである○

２）新島近海

新島近海における風向は大島近海よりやや複雑で１１月～５月にかけ西風が最も多く，

４月～６月は西～西南西風と北東風か約半々で，更に７月，８月は南西風，９月，１０月

は北東風か主であるｏ

平均風速は４１碗／、～１０９ｍ／ｗで大島よりややつよい。

５）三宅島近海

との近海の風向は更に複雑で，年間を通じ４つのパターンに大別できる。すなわち１２

月の冬期間は西～西北西風か最も多く，３月～５月は南西～西南西と北東の風がおおよそ

相半ばしており，更に６月～８月の夏期は南西風，９月１１月は北北東～北東風が最多風

となっている。“－－

，

び

１

脾⑨厩

~や

｡,

し

￣

仏

図１１：利島、新島式根■､神津島における廃油漂着位匹と風向｣Bi度
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平均風速は８１ｍ／ＳＳＥ～１５５ｍ／Ｎｗで各島中最も強く，７月～８月が比較的おだ

やかた他は１０ｍ以上の風が吹いていることが多い｡

４）八丈島近海

この近海の風向は，１ヶ年を通じ西～南西の風と東北東の卓越風が見られるが，南西かあ

るいは西～西北西の風の吹いている日の方が多い。すなわち，１１月～２月は西～西北西か

最も多く，５月～８月では西あるいは南西の風が，９月，１０月にかけては北東～東北東の

風が最多風となっている。

平均風速は5.5”／Blu～１０．３ｍ／ＮＮＷで，ほ旨大島，新島近海程度といえるようで

ある｡

２廃油等の漂着位置と風向頻度

大島，離島，三宅島および八丈島各島における廃油等の漂着位置と１ケ年間の風向頻度を図

１０～１５に示した。これによると風向頻度と廃油等の漂着は一致していることが多い｡すな

わち各島と６１ヶ年を通じ最多風向にあたる島の西側および東側に廃油の漂着が目立っている。

このことは，例えば大島近海について前項Ｉ－Ｂで述べた大島一伊豆半島間から大島の北側，

すなわち相模湾～房総半島にかけてみられる流油および各島周辺にみられる潮目（収束線）

に多くの場合存在する廃油塊か複雑な海流や風によって移動し，海岸近くに漂流してきたもの

がその時の風向によってそれぞれ漂着したものと考えられる。

以上のように各島沿岸に打ち上げられる廃油等の分布は，複雑な海流のうごきと共に風向に

もつよく影響をうけていることか推測される。

Ｌ

Ｐ

I。

Ｗ
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Ｗ

|幻１２：三宅島における廃触襟蒲位IHIとmMhjWⅡ１段

図１５：人文島における廃油漂着位置と風向頻度
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]ｌ伊豆諸島近海②海洋汚染対策に関する参考資料・

廃油その他の海洋投棄物による海洋公害が，島し上海域まで及んでいることについては，Ｉ，Ⅱ

章で述べたｏそして，これら投棄物の漂流，漂着は伊豆諸島近海の漁業資源ならびに操業にも大き

左影響を及ぼしているものとみられ，その度合はこの近海の海洋条件等に遮って著しく異なると考

えられるので，過去の調査資料を取りまとめ，今後における被害予測ならびに防除の資料とした。

はじめに伊豆諸島近海の複雑左海況の慨|略と戦後の調査により明らかにされた冷水塊の動静に

と､左う海況変化のパターン，すなわち，冷水塊の消長と黒潮流軸の変動について述べ，更に，過

去８年:間（１９６１～１９６９）･伊豆諸島近海を通過した黒潮流軸の変化について明らかにした。

また，主要漁業については，海況変化の各パターン毎の漁場形成について述べ，伊豆諸島近海に

おける廃油灘の分布との比較資料とした。

なお，費消･は海上保安庁水路部のものを多取引用させていただいた。

また，専門家以ﾀﾄの人とにも広く理解していただくため平易に，且つ，部分的にはかなり丁寧に

説明するよう心掛けた。

Ａ伊豆諸島近海の海洋条件（総述）

'１

列

1．黒潮に左右される伊豆諸島の海況

１）黒潮とその功罪

伊豆諸島近海の海況は潮汐や天候にも左右されるが，本州南岸に沿って北上する日本海流

すなわち黒潮に影騨されるところが極めて大きいｃ

黒潮は世界で有数な大海流で，強流帯は幅６０～７０Kjjj，流速は５～４ノットに、及び，

毎秒数千万トンの暖水を運び，そのエネルギーは莫大なものである。そしてその縁辺部は太

平洋沿岸に来遊する回遊魚の通り路であるとともに，沿岸各地に配分される魚卵稚魚の運搬

役をも果し，伊豆諸島近海を筆頭とする我国の太平洋沿岸近海漁業に大きく影響して，その

豊凶を左右してきたｏ

一方，近年のように廃油をはじめ，海洋投棄がはげしくなるにつれ，必然的にこれらの廃

棄物の運搬も，過わせて黒潮が行なうようにたってきた。特に黒潮本流やその分枝流の縁辺

部は漂流物の収束帯となり，形成された潮目の周辺にある廃棄物を収束して，廃棄物の帯が

作られるように左っだ。（これが流柚の場合は長い帯状となる）

富た，潮目には魚卵や幼稚魚や流れ藻も同時に収束さしてくるので，いわゆ愚ミソもクソ

も一諾にした事態が起きて，生活力の弱い魚卵，幼稚魚は死滅にさらされるようになったｃ

２）海流変化のパターン

ー般的に’黒潮は日本の太平洋沿岸を北東に流れ，その先は北部太平洋を東方に流去して

行くという単純な流路が認識されているが，部分的に詳細にみれば，事実はこれと可なり異

なっている。特に遠州灘沖から房総沖にかけては，黒潮流軸は極めて大酋左蛇行をくり返し

ている。そのため分枝流の大きさも，流向も常に変化している。

すたわち，伊豆諸島近海における黒潮本流は通常八丈島，三宅島の間を流去するが，時に

よっては北上して大島と三宅島の間を流れる場合もあり，また，南下して青ヶ島近海を流去

〆
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するとともあるｏこのように，この海区を流去する黒潮本流の流路は，西方における黒潮流

路の変化にともない種とに変化し，特に冷水塊の出現によって箸じるしい変動がみられるｏ

更にこの海区は寒暖両流の相接するところであり，大小の島々が点在して伊豆海嶺を形成

して，水深の変化も著しく短周期の海流変化も起ることかあるｏ

伊豆諸島近海の複雑な海流について，一般的に次のように

区分されているｃ文中のＡ，Ｂ，Ｃ…･･型海況，冷水塊につ

いては次項において詳しく述べる。

（１）真潮

真潮は黒潮本流の別称に用いることか多く，冷水塊の

影響を受ける上とだく，三宅島近海をＮｍに流去してい

る状態をいうｏ

（２）込み真灘

八丈島近海から列島線の東側を北上して野島崎沖合に

達する偏北流を言い，その流速は５～４Ｋtに及び，房総

半島南岸では「込み逆潮」の一部のように感じられるこ

とかある力寝水温で沿岸近くを暖流魚（かつお類）の群

が回遊するので識別される｡込み真潮は特にＡ型か．あ

るいはＢ型海況の場合に起り，この際冷水塊は紀伊半島

の東側か，遠州灘沖に大きく形成されるので，（図’９，

図２０参照）伊豆半島沖合に反流（西流）カミ起る。

（５）出し真潮

この海流は伊豆半島と大島の間に流入した黒潮の支流

か房総沖を東～南方に流去し，一方，本流は伊豆諸島の

南部海域である八丈島以南を流去する海流である。この

場合，冷水塊はＡ型海況で西方海区から黒潮が著しく本

州に接岸し，－部支流か伊豆半島沖から大島近海に流入

し，伊豆諸島の中部海区の透明度の低い親潮系海水をは

さんで本流が南部海域を流去する場合と思われる。

Ｂ型海況からＯ型海況に移行する時，あるいはＢ型，

Ｃ型から消減する海況になる場合に考えられる。

（４）込み逆潮

この海流は黒潮の勢力減退に乗じ，寒暖両流の中間水温？

ｈ

[

▼

図'４０期

／
〃
〃、

し

可

＠

図１５込み口瑚

この海流は黒潮の勢力減退に乗じ，寒暖両流の中間水温を持つ中間帯の海水か房総半

島沿岸に圧流してくるもので，伊豆諸島近海は水温が低く，透明度も幾分減ずるのが常

であるｏ

また，沿岸付近に起るものは偏西風にともない快晴友秋の日に黒潮が沖合遠く圧流さ

れ，これによって親潮の勢力が盛んに友って南下し向岸流となる｡
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初6kにこの種の海流がある時はマサバ，サンマ等の寒流系の漁業が期待される。

Ｂ型海況で冷水塊が列島線に極く近い西側を北上する時，又はＢ型からＣ型に移行す

る初期に起り，伊豆諸島近海の大部分は北上流となり，黒潮本流は八丈島以南を流去す

るｃ

） ’

０

、＆
１

.、
、

－－－

田１７込み連覇田１６出し日瑚

(5)出し逆潮

との海流は黒潮か本州南岸を遠く離れるにともない房

総沖合を南下する寒流が優勢になる場合に起るか，また

気象急変等にともなって中層水が一時に表面に出現する

時に生ずる。後記の場合は期間的にも短いＯ

Ｂ型海況か，あるいは冷水塊か八丈島以南の比較的南

に下っている時に多く，従って黒潮本流も伊豆諸島のは

るか南側を流去する｡

’

、

＆

冷水塊の変動と黒潮流軸 一」
図１８出し逆潮

冷水塊の変動様式

冷水塊の発生要因には説がいろいろあるが，い戎だに定説は左いｃ

しかしまから，近年海洋観測網も充実し，最近では冷水塊に関する調査資料が，比

較的正確に得られるようになり，それらの資料により幾つかのパターンに分けること

か出来るようにたった。

５）

(1)
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冷水塊に関連した海況の分類方法として，つぎの方式か五

（誉た，この分類に従って冷水塊そのものを，Ａ型冷水塊，

型冷水塊と呼称する場合もある。）

ａ，Ａ型

ｏ冷水塊の規模が大きく，安定性があるのか特徴で，

２～９年の長期にわたって存在する持続性かあり，い

わゆる屑すわり型である。最近では２８～５０年，５４

～５７年に出現している。黒潮はその外側を大きく迂

回する。

ｂ，Ｂ型

Ａ型海況に比べて冷水塊規模が小さく，期間的に６ケ

月以内に消滅し持続性がない。比較的東方に移動してｏ

型となる場合か多いＣ

Ｏ最近では５９～４２年のＢ型は１ケ月以内に消滅し

ている○

４４年の秋には２～５羽続いた。４６年９月，４７

年の７月のＢ型も１ケ月で消滅している。

０，０．型

冷水塊か伊豆海嶺の東西の海域にまたがって存在し，

安定性がたく，Ｄ型に移動する場合が多い。

最近では４５年，４６年の１～６月に起り，何れも絶

えずＢ型或いはＤ型との中間型か多く不安定であった。

ｄ，，型

冷水塊か伊豆諸島の東側のみに存在し，黒潮流軸は伊

豆諸島の東側のみで本州から離れており，冷水塊は消滅ブ

するか更に東方に移動するかであるｃ

最近では４５年の春及び秋にみられ，何れも短期間で

Ｃ型かＮ型とたっているＣ

ｅ，Ｎ型

一応，冷水塊の消滅型である。

最近では，４５年の夏～秋，４６年の夏，４７年の春

にみられたｏ

なお，Ａ型海況における冷水塊の居すわり型に比べ，Ｂ，

Ｃ，Ｄ型海況の冷水塊はすべて移動型冷水塊ともいうべき

で，Ｂ→Ｃ→Ｄ型と変化し，冷水塊の存在しないＮ型にた

る場合が多い。

つぎの方式か現在各方面で利用されている。

，Ａ型冷水塊，Ｂ型冷水塊，Ｃ型冷水塊，，

Ｐ

；毎氾
、

Ｌ
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さた，従来の経過ではＮ→Ｂ型或いはＤ型が消滅して１１

型になるような時は，黒潮流軸自体が不安定になり，複雑

に変化するようである◎

４）伊豆諸島海域における黒潮流軸の変動

海洋に投棄された廃油等産業廃棄物運搬の大きな役割を果す

黒潮の流軸変化の最大要因として冷水塊のあることを前述したｏ

さた，さきにも述べたように黒潮はその強流帯か巾６０～７０

KjmKP及ぶ大海流であり，その分枝流，反流等を含めた全体の変

動を把握することは現在不可能に近い｡そのため，ここでは便

「

宜上黒潮中心部（以下黒潮流軸という。）の変動のみにかぎって整理した。

取り童とめに用いた資料は，海上保安庁水路部発表（月２回）の海料速報（昭和５６～４４

年）を用いた。

１）東経１５９ｏ５ｏ′線上における黒潮流軸の変動

図２４は伊豆諸島海域における鵠潮流軸の変動を，列島線に最も近い東経１５９．５０′

線を基準線として，１９６１年～１９６１年の９年間について，この線を黒潮流軸が横切

ｑ

った点の緯度を求め，これを２０分（１／５度）毎に雀とめて，その流向を表わしたもの

である○

なお，蛇行により黒潮か東経１５９ｏ５０′線を２回以上横切った場合は，最も北の点

を使用した。

この図から東経，ｓ９ｃ５Ｏ，線上における黒潮流軸の変動，およびその流向について

次の様な事が梢期した。

（１）東経，５９．５０，線を黒潮流軸が横断した点のうち，最南点はスミス島南’０浬

の北緯５，。，５，であり，最北点は大室出し付近の北緯５４ｃ５５′であった。す

なわち，黒潮流軸の南北変動は約３ｃ２Ｄ’’２００浬の幅がある｡

（２）過半数に当る１１９点が八丈島北黒瀬付近の北緯５５．２０′から，新島付近の

北緯５４．２０′までの１。の間にあり，また７０筋にあたる１５２点か八丈島以北

であった。

（５）流向は八丈島までの北部海域ではＮ、～、方向に流去するものが圧倒的であるか’

八丈島～青ヶ島間ではＥ流か中心となり，それ以南では辺～ＳＥに流去する場合か多

かった。すなわち，北部海域ほど流向は北に偏し，南部海域ほど南に偏する傾向がみ

られたｃ

〃
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表５は１９６１年～１９６９年に出現した冷水塊の位置を基準した海況の種類と期間，および

その時の東経１５．５０′線上における黒潮流軸の概略位置を示したも○である。

この表から出現した冷水塊による海況の種類と東経’５９ｏ５０′線上における黒潮流軸の位

置との間に関連性のあることかわかるｃ

すなわち，東経１５９ｏ３Ｏ′線上における黒潮流軸の位置は

ＯＡ型海況最も北偏し，大島～三宅島間を流去する場合か多いＣ

ＯＢ型列島線上で蛇行するため，南北変動が激しく，その幅は大島～スミス島間

に及ぶＣ

ｏｏ型埴も南偏し，八丈島以南海域を流去するＣ

ＯＤ型三宅島～八丈島近海を流去する場合か多い。

▽
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冷水塊の存在したい時であり，三宅島～八丈島間をＮ、～ＨＮＥに流去す

る。

ｏｎ型

表３冷水塊の位置を基準とした海況のタイプと黒潮流軸位置

東経１５９ｏ５０′線上の黒潮流軸概略位置
一一－－－－．＋＿①－－－▲－＝－－－－－－－－▲⑤－－戸一一一｡－▲甲■■=~●－－~~●

大島～三宅島

三宅島～青ヶ島

大鳥～三宅島

三宅島～八丈島

〃～スミス島

〃～青ヶ島

〃～八丈島

（八丈島～青ヶ島）

〃～ベヨネーズ

ニ宅島～八丈島

〃～スミス島

”～八丈島

〃～青ヶ島

〃～八丈島

三宅島近海

三宅島～ペヨネーズ

期間

１９６１，１～１１６１，

１９６１，５～１９６１，

１９６１，５～１９６２，

１９６２，８～１９６２，

１９６５，１～１９６５，

１９６５，８～１９６５，

１９６５，１０～１９６５，

（短期間数回）
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2）東経１５９ｃ線～東経１４０．線間における黒潮流軸の南北変動

図２５は黒潮流軸か，東経１５９･線を横切った点の緯度と東経１４０ｏ線を横切った点

点の緯度との差から，黒潮流軸か東経１５９．線～東経１４０．線間において南北にどの程

度変動したかを，縦軸に黒潮流軸か東経１５９ｃ線を横切った点の緯度，横軸に緯度の差を

とり，あらわしたものであるｏ

この図から次のようなことがいえるｏ

（１）調査数約２００のうち，半数は東から北に１．の偏差であり，そのほとんどは東経１

３９ｏ線を北緯５２ｏ以北で横切った時である。

（２）南下傾向を示したものは，全体の１５%強であり，うち東経１５９ｏ線を北緯５２．

５０′～北緯５５ｏのltilを流去した場合に多くみられた｡

（５）北緯５２ｃ以南を流去したもののほとんどは２ｃ以上北偏しているか，これは伊豆諸

島海域で黒潮軸か蛇行した場合である。すなわち，列島線上において黒潮か蛇行する場

Ｐ
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合の流軸位置は東経１５９．線では北緯５２．以南であり，東経１４０o線では北緯３４．
以北である。

（４）東経１５９．線上においては，黒潮流軸は北緯５０ｏ４０′～北緯５４ｏ２５′の５．

４５′間にあり，東経１４０線においては北緯５１．００′～北緯５０．４０′の５．
４０′の間にあるｏ

３）産業廃棄物の外洋投棄に当っては，その投棄場所は，選定について，最近黒潮流
域の云々ということがしきりにいわれているＯ

しかしたがら，今回の黒潮流軸の交動のとりまとめの結果，その変動範囲が著しく

広範囲であることが羽らかとなった｡すなわち，投棄場所か黒潮流域及びその本土寄

りの場合，沿岸及び島しょ近海に点在する多くの漁場に及ぼす影響が極めて大きく，

また，沿岸部に漂着する可能性も多分にある。また，この海域外であっても，広い意

味での海洋生物生産に関与していることは間違いなく，投棄が必ずや何らかの悪影響
を与えることは

※炉｜
必至とみ意けれ

ば左ら左いＯ

Ｂ・伊豆諸島近海における
海況変動と漁場形成
（総述）

海況の急変，特に冷水塊に起

因する低温化などの現象は，水

産生物の行動や成長あるいは再

生産に直接影響を及ぼす。また

各種魚族の来遊は各海況の変異

に応じて変化し，更に，これ蚕でに

述べたように廃棄物の分？n丁も海況に

左右されるので，魚類の分布回

遊と競合する場合も多数想定さ

れる○

以下伊豆諸島近海における主

要漁業に関して海況変化と漁場

形成の概要を述べるＣ

ｌ）春トビウオ（ハマトピク

オ）漁場（２～５月）（図２６）

春トビ漁場は一般に各島の

周辺５浬以内がほとんどであ

るか，好漁場は主として黒潮

流軸の縁辺，特に南側の縁辺

部に形成されるｃ

、
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図２５:索経139.～140.問における思う朝流軸の廟上変動
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(1)Ａ型海況では八丈島～青ヶ島近海の漁期か比較的長いが，集中的友好漁が三宅島近海におい

てみられることがある。また，神津島近海でも初漁期に漁場の形成かみられることがある｡

(2)Ｂ型海況では，鳥島～ベヨネーズ近海が比較的早く漁期が始まり，八丈島～三宅島～大島の

各島近海へ漁場が次第に北に移行する傾向があり，三宅島近海では短期間における集中的な漁

獲もみられることがある｡

(5)Ｃ型海況では八丈島以北への回遊はほとんど考えられない。

初期に鳥島近海に始査り，順次，漁場が北に移行し，青ヶ島近海の漁況が長期にわたって続

く場合が多い。

(4)Ｄ型海況では，初期はＯ型海況とほぼ同様であるか，盛漁期は八丈島近海が主漁場となり，

好漁が長期にわたる場合が多いｃ

(5)Ｎ型海況では，鳥島海区の漁期は比較的短かく，青ヶ島～八丈島近海の漁場形成期か長く，

終漁期には三宅島近海に漁場形成かみられて終漁する。

’

2）底魚漁場（周年）（図２７）

底魚漁業は周年，操業されて

いるｏ魚群の回遊もさることな

がら，海流の速い時は操業が効

果的に行なわれないｏ従って底

漁業の好漁場は黒潮流軸の縁辺

部より比較的遠ざかった海域に

多く，また，底温水の影響の少

ない海域か良いｃ

一般的には黒潮流軸が湾曲し

た南側の海域に好漁場が形成さ

れる。－方黒潮流軸の北縁では

低温水にはき蚕れ，上層と下層

の水温差も多く，また流向か異

なる場合もあって好漁場の形成

は望めたい。

5）さば漁場（２～５月）

（図２８）

さばの漁期は２～５月で，盛

漁期は５～４月であるｃ漁場水

温も比較的幅があって，少々の

低水温であっても魚群の回遊が

ある。また漁期のずれは多少あ

っても，漁場はほぼ一定してい

る。

〃

旬0

図２６：春トビウオ漁場形成
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昭和５８年以来の主要漁場は

銭洲近海で，終漁期に近づくと

室出し，房総沖へと漁場が移動

している○

しかしながら，海況により魚

群の滞留期間に相当な差かみら

れるｃ

一般にＡ型，Ｂ型，海況のご

とく銭洲～房総沖間において，

黒潮流軸が北偏し，流速が緩や

かな海域が狭い時には，漁獲の

少ない年が多く，Ｎ型，Ｄ型海

況のごとく，この海域か広い年

か漁獲か多いようである。

ｃ型でも漁場に冷水塊が極端

に接近した時（４５年）は，魚

群の浮上が少なく，漁期のずれ

も多くみられるｏ

４）ムロ漁場(`~Ｗｉ),）
ムロアジの漁期は６～１１月

が主で，漁場は大島から青ヶ島

以南まで広範囲である。しかし

魚種の分布は南北で異なってお

り，北部の大島から御蔵島近海

にかけては，主としてシロムロ，

が主要魚種である。

一般的にはＡ型，Ｎ型海況でＩ

斡
Ａ型>毎

グ

<''１

図２７：底魚撫賜形成

クチブトであり，八丈島以南の海域ではクサヤモロ（アオムロ）

一般的にはＡ型，Ｎ型海況では，北部海域ｶﾐ豊漁型で，南部海域ではＯ型，Ｄ型が豊漁型であ

る。Ｂ型海況では短期間による変動が激しいので，一定しないが，北部でも南部でも豊漁かみら

れることがある。

ムロアジ漁場の形成は，全般的には高温水域に多く，特に黒潮流軸の南側縁辺部に好漁場か形

成される。

凸
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Ｂ型活況
０

遍艮巳
「０

＄

5）曳繩漁場（周年）（図５０）

曳繩漁業は各種漁業の合間に操業されるが，漁期としては

周年，操業が可能である。

黒潮流軸の縁辺部に出来る潮境付近，あるいは黒潮流軸の

蛇行によって作られる湾['１１部海域等に好漁場が形成されるｏ

伊豆誌島近海ではカツオ，マグロ類等の暖水系魚群が主対

象とたっているので，黒潮流軸の南側に比較的好漁場が形成

され，反対にプリ類等では黒潮流軸の北側に好漁場が多く形

成される｡

図２８：サペ灘熈ﾊﾞｸ成

の

薑

図
”

雄
坦
形
成

;序巳
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C型〕毎冒匠
０

N型濁己 図２Ｗ△ロ漁場形成

ﾗ岳宴兄

９J
⑥

、

D埜冨;兄C型)毎足

１Ｍ型毎足
０

ｌｚｌ５０：曳繩漁場形成
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6）カジキ漁場（２～５月）（図５１）

カジキ（主としてマカジキ）は伊豆諸島ではほとんど突棒漁法によって漁獲される。

主癒る漁場は野島崎沖から大島東沖，三宅島東沖にかけて形成され，まれには黒瀬近海

まで漁場が南偏すみとともある。

一般的な漁場特性としては，Ｂ型，０型海況のごとく，冷水塊と黒潮流軸が比較的遠く

離れ，しかも流速のゆるやか左列島線東側の海域で，表層が暖水で，下層に,低温水が存在

するよう左海況下で，しばしば好漁場の形成がみられる。

なお，伊豆諸島近海における漁期は，例年，多少のずれはあってもほとんど２～５月で，
\

6

その後は次第に北上して房総沖へと移動していくｃ

Ⅲ

１Ｋ

Ａ型貫録尼 Ｂ型讓足 N型溌)己

図５１：カジキ漁場形成

、

､塗園況
、

四

C型ﾗ痘;兄

L「

7）イカ漁場（８～１１月）（図５２）

・伊豆諸島近海におけるイカ漁業の大半はスルメイカを主対象とし，・伊豆諸島近海におけるイカ漁業の大半はスルメイカを主対象とし，一部海域ではケンサキイ

カを対象として操業が行左われている。

主な漁場としては大島千波沖及び大室出しで，漁期はスルメイカが８～１１月が主要漁期で

ケンサキイカは若干それより早く左っている。

好漁場の形成は，比較的低水温の場合が多いが，この低水温も冷水塊系のものではまく，房
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総沖からの寒流系水塊の流入による低水温で，流速ゆるやかな海流の時に好漁場が形成される。

従って，Ｂ型，Ｄ型海況では漁場は南に広がり，Ａ型，Ｏ型，Ｎ型海況では漁場の縮少かみ

られ，漁況も低調である･

ｎｆｈＵ＆ffb二に

図５２：イカ漁場形成

二空L堅’
、

C型；毎況 、型)毎況

8）夏トビ漁場（７～１０月）（図５５）

伊豆諸島近海における夏トビ漁業は，ソクシトピウオ，アヤトピウオが主体であり，

差としては高温水の接岸ほど好漁況である。

従って，黒潮の流軸か北偏すれば，北部海域まで魚群の回遊がみられるｏ

好漁場}は黒潮流軸の縁辺部に多く，しか凸流凍ゆおやか〒黍lUE1麿自悴方海ｼP下に彩円

年偏

ﾇﾅ漁場}は黒鯛Inh畑の縁辺鄙に多く，しかも流速ゆるやかで透明度良好を海況下に形成され

る○

海況別にみると，Ａ型，Ｎ型海況では北部海域まで漁場の形成がみられ，０型海況では
八丈島近海以南に漁場が形成されるＣ

Ｄ型海況では伊豆諸島中部海域を中心として,広範囲に漁場が形成され，Ｂ型では海況

の不安定もあって，漁場形成が南北部ともにみられるか，不安定で短期型である。
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図５３：夏トビウオ漁掲形成

９）テンクサ漁業（４～１０月）

テングサは根付資源ではあるが，従来の資料によれば黒潮流軸の位置によって，その豊凶

に大きな差がみられる。

この傾向が顕著にみられるのは，八丈島海区か最も強く，三宅島海区がこれに次いでみら

れ，南部海域ほど相関か顕著である。特に春季における黒潮流軸の位置が極めて関係が深く，

三宅島では春季に黒潮流軸が前年より接近した年は，水場が前年より多く，八丈島ではこの

反対とたっているｏ

平均水温の低い大島海区ではその傾向が明確ではないが，北部海域でも親潮系の低水温の

場合，比較的成長か良い模様であるｃ

△

月

以上，各海況パターンにおける主要漁業の漁場形成について大略を述べたか，実際にはこの各パタ

ーンの中間的な型も多く，そのため海況がより複雑となっており，玄た，気象的なもの，月齢等の要

因も加わって，各漁業における漁場形成には著しい変化がみられる。

しかしながら，各主要漁業ともその形成される好漁場の大半は，黒潮流軸の縁辺部に集中されてい

ることは明らかである◎
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これらの海域は投棄物の漂流，或し

はもちろんのこと，この海域に集中幣

響には，はかり知れないものがある。

棄物の漂流，或いは集中の海域でもあるので，漁業上における被害の甚大なこと

この海域に集中浮遊しているプランクトン類，有用漁族の卵稚仔等におよぼす影
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